
 

                関係者の役割分担について 

 

予防接種部会において、委員・参考人よりいただいた主なご意見        

 

  「予防接種制度の見直しについて（第一次提言）」の「Ⅲ．議論が必要と考えられる事項」の項目に

ついて、これまでの部会において委員、参考人の皆さんからご発言等のあった内容の一部を事務

局で抽出して分類、整理したもの。 

    （２）予防接種事業の適正な実施  

  ① 関係者の役割分担に対する考え方 

   ・ 感染症対策の担い手として、国民ひとり一人、組織としては国、都道府県、政令市や一般の市町

村、医療機関（医療従事者）、医師会等の団体、それからメーカー、流通、学会、その他の医療

機関等があるが、役割の明確化と同時に連携を図る仕組みが重要ではないか。 

   ・ 国の役割は、感染症の診断基準や検査法の統一であったりワクチンの接種基準、これは優先対

象者であったり時期であり回数の決定、品質・安全性の効果の評価、新規ワクチンの迅速な承

認、ワクチンの安定供給の促進、副反応対策、各都道府県の支援、科学的知見の収集・分析、

分析した内容を国民にわかりやすく伝えること、ワクチン研究・開発の支援、関連の法整備、感

染症の動向の調査・把握（サーベイランス）ではないか。 

   ・ 都道府県の役割では、二次医療圏レベル等での医療機関との連絡・調整、医療従事者への情

報提供、接種技術の支援、臨時接種の場合は県民への情報提供、保健所等での相談窓口の設

置、円滑なワクチン配備の調整等ではないか。 

   ・ 市町村の役割は、具体的な予防接種業務の運営、現場での接種技術の管理、接種対象者への

個別通知、いろいろな細かい情報の提供、相談窓口、副反応情報の収集、医療機関との契約を

含む調整、それから転入者とか外国人であるとか、あるいは社会的弱者の方々への対応、様々

な地域組織との協働であったり協力、法定接種期間経過後の対応とか財源確保ではないか。 

   ・ 医療機関（医療従事者）の役割は、予防接種業務の運営、ワクチンの在庫管理、品質管理、予

防接種技術の徹底、被接種者への副反応などの情報提供、丁寧な問診と適切な接種判断、副

反応が起こったときの対応、その情報の報告等ではないか。 

   ・ ワクチンの製造販売・流通の方々の役割は、安全なワクチンの研究・開発・実用化、適切な供給

量の確保、適切な流通・分配、医療機関（医療従事者）への情報提供、副反応情報の収集・報

告、発生時の対応ではないか。 

   ・ 臨時接種が想定する地域的なまん延予防のケースは稀であり、交通網が飛躍的に発展している

現時点では、国家的な危機管理の課題。国が予防接種全体の方針を定め、市町村が実施主体

となって全額国費で実施するスキーム、あるいは国が実施主体となり全額国費でやるという、そ

して都道府県や市町村が協力するスキームが原則となるべきではないか。 
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